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二岡熊嶽筆人物画二点
―「飲中八仙図」および「鐘馗図」―
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はじめに
　
岡熊嶽は、名を嬰または文睴、字を少年または世昌、号を熊嶽、熊岳、
餘香堂、俗称を勝之助といった。宝暦一二年（一七六 ）に生まれ、天保四年（一八三三）に没した大坂の文人画家である。大正一五年（一九二六）刊行の『大阪人物誌
　
正編』によれば、熊嶽は山水人物を得意と
した画家で、はじめ福原五岳 学び、後に諸流派の画法を独自に研究した大坂の あったことが記されている
①。また、 熊嶽は、 享和二年（一
八〇二）刊行の『浪華なまり』に「唐画」の画家として、福原五岳や岡田米山人、十時梅厓といった画家 とも 紹介されており、文人画家として認識されていたことが判明する。さらに、熊嶽は木村兼葭堂とも交流があり、兼葭堂邸に訪れた熊嶽の名前を『兼葭堂日記』に見出すこができる。このように熊嶽に関する記述は、 文化四年（一八〇七）の『浪華画人組合三幅対』や文政六年（一八二三） 続浪華郷友録』 天保二年（一八三一）の『画乗要略』 、同四年（一八三三）の『竹田荘師友画録』などの書籍類に見受けら 在世時からすでに 定の評価を得いた文人画家であったことが明らかになる。　
本稿では、山水人物を得意とした画家であったという『大阪人物誌
　
正編』での記述から、 熊嶽の人物画に注目し、 「飲中八仙図」と「鐘馗図」の二点を採り上げ紹介する。
二
　「飲中八仙図」
　
個人所蔵の岡熊嶽筆「飲中八仙図」 （図
1）は、縦八五・三センチメ
ートル、横八四・六センチメートルの紙本墨画淡彩の大幅である。画面右端中央に「熊岳」 （図
2）の款記と、 「岡晋」と「子嵩」の白文方印が
捺されている。本紙上に修復された形跡が認められることから、本図は、時代を経て表装し直されていることがわかる。なお、本図の制作年は不明であるが、熊嶽の作風変遷が今後明らかになれば、本図の制作年をある程度推定することができると思われ 。　
さて、 「飲中八仙図」は、中国盛唐の詩人で『詩聖』とまで称された
杜甫の『飲中八仙歌』を典拠として 八人の酒仙を描いたものであり文人画家に好まれた画題の一つ っ よい。 『飲中八仙歌』に登場する八人の酒仙を順に挙げると、賀知章、汝陽王
李りしん
璡、李適之（左相） 、
崔宗之、蘇晋、李白、張旭、
焦しょうすい
遂
となる。では、 『飲中八仙歌』とはど
のような詩であったのか。　　
知章騎馬似乗船…知章が馬に騎るは船に乗るに似たり
　　
眼花落井水底眠…眼
まなこ
花くら
み井に落ちて水底に眠る
　　
汝陽三斗始朝天…汝陽は三斗にして始めて天に朝す
　　
道逢麹車口流涎…道に麹
きくしゃ
車に逢えば口に涎
よだれ
を流し
三を伴い騎乗する人物が描かれている。眠っているかどうかを騎乗する人物の表情から確認することはできな 。しかし、肩をすくませ斜め下を向く姿により、この人物が眠っていることをほのめかしている。このように、 「飲中八仙図」における賀知章の図様は、騎乗する酒仙として描かれるのが典型的な図様であることから、画面左下に描かれた が賀知章であ と判別できる。　
次に登場する汝陽王李璡は「汝陽三斗始朝天
　
道逢麹車口流涎
　
恨不
移封向酒泉」と詠われた。本図画面右下 描かれた酒仙（図
5）は従者
を率いて麹車を臨んでいることから、この酒仙が汝陽王李璡であると考えられる。麹車へと視線を移す酒仙 姿は 道中に麹車に出くわした酒仙の情景 描きとっているもの 推測 麹車 は酒瓶と思しきものが配されてい また、 「口流涎」といわれたが、汝陽王李
璡
の口か
ら涎を流しているかどうかは確認 きない。しかし、汝陽王李璡の図様の典型は、従者を率いて麹車と対峙する図様であることから 本図画面右下 酒仙が汝陽王李璡というこ になる。　
李適之（左相）は、 「左相日興費萬錢
　
飲如長鯨吸百川
　
銜杯樂聖稱
避賢」と詠われた。本図の場合、画面右中央やや下に配された酒仙（
6）が李適之であると考えられる。右手に杯を持ち、左手を膝に置いた
姿で描かれている。右側に酒壷を二つ置き、酒壷後方には従者が配されている。おそらく「飲如長鯨吸百川」を典拠 して、この情景が描かたと推測できよう。　
崔宗之は、 「宗之瀟灑美少年
　
舉觴白眼望青天
　
皎如玉樹臨風前」と
詠われた。李適之の左斜め上部に配された酒仙（図
7）は、天を仰ぎ、
　　
恨不移封向酒泉…恨むらくは封を移して酒泉に向かわざりしを
　　
左相日興費萬錢…左相の日興
　
万銭を費す
　　
飲如長鯨吸百川…飲むこと長鯨の百川を吸うが如く
　　
銜杯樂聖稱避賢…杯
さかずき
を銜
ふく
み聖を楽しみ賢を避くと称す
　　
宗之瀟灑美少年…宗之は瀟
しょうしゃ
灑たる美少年
　　
舉觴白眼望青天…觴
さかずき
を挙げ白眼にして青天を望めば
　　
皎如玉樹臨風前…皎
きょう
として玉樹の風前に臨むが如し
　　
蘇晋長齋繡佛前…蘇晋は 齋す
　
繡しゅうぶつ
仏の前
　　
酔中往往愛逃禪…酔中
　
往往にして逃禅を愛す
　　
李白一斗詩百篇…李白は一斗
　
詩百篇
　　
長安市上酒家眠…長安市上
　
酒家に眠る
　　
天子呼來不 船…天子呼び来
きた
れども船 上らず
　　
自稱臣是酒中仙…自ら称す
　
臣は是れ 中の仙と
　　
張旭三杯草聖傅…張旭は三杯
　
草聖伝わる
　　
脱帽露頂王公前…帽を脱ぎ頂を露
あら
わす
　
王公の前
　　
揮毫落紙如雲煙…毫を揮い紙に落とせば雲煙の如し
　　
焦遂五斗方卓然…焦遂は五斗
　
方はじ
めて卓然
　　
高談雄弁驚四筳…高談
　
雄弁
　
四しえん
筳を驚かす
②
　
そこで次に、 『飲中八仙歌』を踏まえ、本図に描かれた酒仙の各図様
について検討を試みる。　『飲中八仙歌』のはじめに登場する賀知章は、 「知章騎馬似乗船
　
眼花
落井水底眠」と詠われた。本図画面左下の酒仙（図
4）をみると、従者
四右手の杯を天に向かって掲げていることから、 「舉觴白眼望青天」という一節を描写していることが判明する。従者を率いることもなく、杯を天に掲げる図様は、簡潔ながらも的確に崔宗之の姿を表しているといってよい。　
次に蘇晋であるが、画面左端中央の酒仙（図
8）が蘇晋であると考え
られる。従者を伴わずに繡仏を前にして静かに座しており、 『飲中八仙歌』で「蘇晋長齋繡佛前
　
酔中往往愛逃禪」と詠われたように、蘇晋が
俗世間か 禅へと逃れよ としている情景が描 れ いる。繡仏の前に座す姿は、蘇晋を描くうえで典型的な図様であり、他の飲中八仙図でもよく見ることができるものである。　『飲中八仙歌』のなかで最も多く四行にわたり詠われた李白は、 「李白一斗詩百篇
　
長安市上酒家眠
　
天子呼來不上船
　
自稱臣是酒中仙」と詠
われた。本図では、画面中央やや下（図
9）に配されており、机に寄り
かかり眠る酒仙の右後方に 大きな酒壷が置かれ、その後方には従者が李白を覗き込むように描かれる。また、 左後方には 「天子呼來不上船」とあるように、李白を呼び 来た人物 楷を持ちたたずんでい 。酒仙が眠る情景だけでは であると判別す ことは困難であるが、楷を持つ人物を酒仙の後方 配すること 、この酒仙 李白であることを特定させる。　「張旭三杯草聖傅
　
脱帽露頂王公前
　
揮毫落紙如雲煙」と詠われた張
旭（図
10）は、画面右上に描かれており、張旭の右には酒瓶を持つ従者
が配されている。 「脱帽露頂王公前」と詠われた うに、張旭は帽子被っておらず、王公の前で今まさに筆を振るおうとしている姿が描かれ
ている。王公の後方には翳
さしは
を掲げた従者が控えている。そのことからも
『飲中八仙歌』の一節を踏まえた図様であることがわかる。　
最後に「焦遂五斗方卓然
　
高談雄弁驚四筳」と詠われた焦遂（図
11）は、
画面中央やや左上に描かれた三人の人物たちの中に描かれていると推測させる。なかでも、最も奥に描かれた人物は、左手に杯を持ち、手振りを交えて話をしていえるように思われる。その他の二人 は 「高談雄弁」という姿ではないことから の人物が酒仙 一人である焦遂であると考えられる。熊嶽は、焦遂に杯を持たせ、手振りを交えさせ ことで、 「卓然」 、 「高談雄弁」と う焦遂 様相を表現しているといってよい。　
これら八名の酒仙を順に記すと図
3のように順序付けることができる。
杜甫の『飲中八仙歌』の登場順に描 れたかのよう 思わ るが、六番目に登場する李白は、四番目に登場する崔宗之より前方 ていることがわかる。これまで見てきた酒仙の的確で典型的な図様から 熊嶽は『飲中八仙歌』を熟知した上で本図を制作したことは間違いなく、意図的に李白を崔宗之より前方に位置づけ と考えられる。杜甫が 『詩聖』と称されるように、李白は 詩仙』 して杜甫 並び称さ ており、杜甫は『飲中八仙歌』のなかで、李白のことを最も長く詠ってい こことは、杜甫が李白に対して敬意を払っていたこと 表れと える。つまり、熊嶽 、杜甫と同様に、 『詩仙』李白 対し 敬意 払い、六番目に登場する李白を意図的に画面中央やや下、宗之より前方に位置づけたのではないだろうか。　
また、熊嶽が描く酒仙の作風をみると、迷いがなく素早い筆致によっ
て全体がまとめられており 画面全体 軽妙な雰囲気が醸し出されてい
五る。また、表情が確認できる酒仙の表情は、穏和な表情に仕上げられており、その酒仙に呼応するかのように、他の人物もみ 穏やかな表情で描写されている。つまり、画面全体の軽妙さをさらに高める効果を狙ったかのような構成がなされているの あ 。 『飲中八仙歌』に基づく本図の画面構成からは、熊嶽が杜甫の『飲中八仙歌』を深く理解していたことが指摘でき、その理解が「飲中八仙図」の作風に反映されているといってよい。
三
　「鐘馗図」
　
次に、 関西大学図書館所蔵の岡熊嶽筆「鐘馗図」 （図
12）は、 縦一一八・
五センチメートル、横四四・六センチメートルの紙本墨画の作品であり、画面左上に「熊嶽」 （図
13）の款記と「熊嶽」の朱文楕円印、 「岡文睴印」
と「岡氏世昌」の白文方印が捺されて る。また 軸装裏面の天の上部の八双部に近い箇所に「熊嶽鐘馗画
　
八十五翁真形斎」 （図
14、
15）の
墨書があり、 「真」と 形」の朱文方印が捺されている。つまり 真形齋なる人物により、本図に描かれた人物が鐘馗であると位置づけ れたことが判明する。真形齋なる人物の詳細につ ては不明であるが 本図には、画面内に虫食いを修復した形跡が認められるうえに、軸装の保存状態の良さから、熊岳在世時以降に再び表装しなおされ いることは間違いない。また、 「熊嶽鐘馗画」の墨書はかなり新しいものであから、明治以降の近代に入ってから記されたものであると考えられる。なお、本図も制作年は不明である。
　
さて、鐘馗とは、邪鬼を払う神であり、中国で通俗小説などにも登場
しており、庶民に親しまれた神の一つであるとされている。日本では、端午の節句ののぼりや五月人形に作る習慣が行われ、大きな目と、頬からあごにかけて 濃い髭、黒冠、長靴をはき、右手に剣を抜 持ち、時に小鬼をつかむという姿で描かれている
③。また、剣を抜かずとも鋭い形
相で邪鬼を睨み付ける姿が鐘馗の典型的な図様といってよい。　
では、 本図の鐘馗はどのように描かれているのであろうか。熊嶽筆 「鐘
馗図」 （図
16）をみると、大きな目と、頬から顎にかけての濃い髭、長
靴という点において、鐘馗図 典型的な図様と一致しているといってよい。鐘馗の表情は、一点を凝視し、口をへ 字に結んでおり、表情は邪鬼を払うかのごとく威嚇する表情であることが見てとれる。目や口は、力強く明確に描かれ、顔貌の表現で使用された中でも最も濃い色の墨が用いられており、鐘 の感情をより際立たせる効果が狙われている。髭の描写は、衣文線とは対照的に細い描線が用いられ、乾墨によ 画面右へと波打つように描かれている。衣文線は、力強く太い筆致でまとめられているものの、長靴（図
17）などの描写をみても明らかなように、量
感は破綻なく表現され、力強 筆致により重量感さえ感じさせ もに、鐘馗に安定感が与え いる 髭は画面左から右へと流れ、衣服も同様に左から右へという流 に基づき描 れており、画面に一定の方向性を感じさせる。また、本図の鐘馗は、左足のつま先の向く方向 、視線の方向が一致しているが こ ことは他の鐘馗図でも見られる鐘馗図様の典型といってよい。熊嶽は、画面内にこれらの左から右へと う筆致の方向性を統一させて鐘馗を描写することで、邪鬼を追 払おう
六する鐘馗の威圧感を感じさせる効果を狙ったのではないだろうか。　
このように、本図の鐘馗には、顔貌の表現などから視線の先に邪鬼の
存在を想起させることからも、鐘馗の典型的な図様と考えられるが、一方で、黒冠ではなく中国で一般的に使用される帽子が描かれており、また、腕を組む姿 鐘馗が描かれていることは、従来描かれる鐘馗の図様とは異なるものである。腕を組む姿の鐘馗図様 少数ながらも作例を見出すことができる。しかし、朱鐘馗は別にして、本図のように黒冠を被っていない鐘馗の作例は、森寛斎筆「鐘馗図」 （図
18）以外、他に類
例を見出すことができなかった
④。つまり、本図のような図様は、鐘馗図
様のなかでも特異な作例だと指摘できる。
四
　
おわりに


　　　
― 「飲中八仙図」および「鐘馗図」の位置づけ―
　
熊嶽における人物画についてまとめると、文人画家岡熊嶽が描く「飲
中八仙図」の図様は、杜甫 『飲中八仙歌』で詠われた酒仙の様相に基づき制作されており、伝統的な図様により構成されていることが判明する。このように酒仙を明確に描写できる熊嶽の「飲中八仙図」に 熊嶽の文人画家として素養の高さを指し示すとともに、中国趣味に対する関心の高さを推測させよう。また、一画面内に八名すべての酒仙を描く作例は、屏風形式といった大画面 ものには見られるが、掛幅形式 かつ一幅内に描きこまれた作例は比較的少ない。加えて、熊嶽は、酒仙の中でも李白を最も上位に位置づけていることから 本図は 当時 文人
画家における『飲中八仙歌』受容の一例を現在に伝える資料として位置づけることができるのはないだろうか。　
また、いわゆる「鐘馗図」は、顔貌の表現や衣文線の豪放さからは、
鐘馗が邪鬼へと向かう強い意気を感じさせるなど、鐘馗の特質が見事にとらえていた。しかし、熊嶽の描く鐘馗には、黒冠ではなく釣り人 被るような帽子や、腕を組む姿が採用されており、鐘馗図の図様としては特質がある。言い換えれば、それ 熊嶽独自の作風ともいえよう。　
以上のことから、熊嶽の描く二点の人物画の筆致としては、 「飲中八
仙図」では軽快な筆致、 「鐘馗図」では力 く筆圧の強 筆致といったように、画題によって描き別けられていたことが判明する。このよ に熊嶽の人物画は、漢詩や漢文をよく熟知 た上で構成されており、そこには中国趣味 精通した文人画家岡熊嶽の姿勢が見て取れる。したがって、岡熊嶽筆「飲中八仙図」と「鐘馗図」は 文人的感覚 中国趣味を解釈した貴重な作例として位置づけられる。
註①
　
石田誠太郎『大阪人物誌
　
正編』第二巻、石田文庫、一九二六年、四〇
頁。
②
　
前野直彬注解『唐詩選
　
上』 、岩波文庫、二〇〇〇年、一二八頁―一三
三頁
③
　『日本美術史事典』 、平凡社、一九八七年、四二九頁―四三〇頁。
④
　
佐々木丞平／佐々木正子編著『古画総覧
　
円山四条派系』第二巻、二〇
七〇〇年、二七〇頁。図
18は同書からの複写掲載。
主要参考文献・森銑三／中島理寿編『近世人名録集成』第
1巻、勉誠社、一九七六年
・小松茂美監修「江戸
　
寂嚴
　
飮中八仙詩」日本名跡叢刊第六三回配本、二
玄社、一九八二年
・中谷伸生「 〔大坂画壇の研究〕中井藍江『槇檜群鹿図屏風』及び『飲中八
仙図』―関西大学図書館所蔵の絵画二件をめぐって」 、 『關西大學
　
文學論
集』第四七巻第四号、一九九八年
八図 1
図 2 図 3
九図 4
図 5
一〇
図 6
図 7
一一
図 8
図 9
一二
図10
図11
一三
図12
図13
図14
図15
一四
図16
図17図18
